
三幸エステートの先進オフィス事例

スローガンは「Link with Fun」。
「楽しさで、人と世界をつなぐ」ことが目的

先進オフィス事例　オフィスを経営の力に 株式会社enish

はやわかりメモ

スローガンは「Link with Fun」。
「楽しさで、人と世界をつなぐ」ことが目的

採用をきっかけに移転を検討。移転によって
山積みだったオフィスの課題を解決する

工期の時間を考え、まず執務室を完成させ
入居しながら会議室の工事を進めた

オフィスコンセプトは「Share Canvas」。
アイデアが生まれる最高の環境を用意した

社員にとって働きやすい環境を
つくることが最も大事なこと
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ソーシャルゲームの企画・開発・運営を手がけている株式会社enish（エニッ
シュ）。「世界中にenishファンを作り出す」ことをミッションに掲げて2009
年に2名で設立（当時の社名は株式会社Synphonie）。その後、アプリゲーム
市場の拡大により、今では社員数は220名にまで成長している。今回は2013
年12月に移転した当時を振り返り、オフィスに対するこだわりについて
伺った。

自由な発想でアイデアを生みだし、個々のアイデアを
共有するオフィスを構築した
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採用をきっかけに移転を検討。移転によって
山積みだったオフィスの課題を解決する

工期の時間を考え、まず執務室を完成させ
入居しながら会議室の工事を進めた

2009年 2月 会社設立

2010年 7月 社員数が10名に

2011年 4月 本社移転（渋谷区広尾）

2011年 7月 社員数が50名に

2012年 9月 社名を（株）Synphonieから
（株）enishに変更

2012年12月 東京証券取引所マザーズに上場

2013年 1月 社員数が100名に

2013年 3月 サテライトオフィス開設

2013年11月 韓国（ソウル）に海外拠点設立

2013年12月 市場第一部へ株式市場変更

2013年12月 本社移転（港区六本木）

2014年 4月 中国（上海）に拠点設立

● 急成長に合わせて都度対応したため、
　 オフィスデザイン等に統一感がない
● 雑然としている
● リフレッシュスペースが少ない

● 執務エリアと会議スペースが近すぎて、
　 執務・会議に集中できない
● 会議スペースが足りない

● コミュニケーションが不十分
● 情報共有が不十分
● コンテンツごとのチームでまとまりがち
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エントランスとミーティングエリア



オフィスコンセプトは「Share Canvas」。
アイデアが生まれる最高の環境を用意した

三幸エステートの先進オフィス事例

社員にとって働きやすい環境を
つくることが最も大事なこと
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オープンな環境
オープンな情報

情報の積極的な共有
体験・意見の共有

すべてを楽しむ
Link with Fun

スピーディーな対応

オープンな環境で情報や経験を積極的にシェアすることで
相互に刺激を受け、かつスピーディーな対応を可能にする

ワクワクを追求できるオフィス

ファミレス風コラボレーションブース

レセプション

セミナールーム

執務室エリア


